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CASE時代のクルマ社会をリードするモビリティソリューションF E A T U R E D  A R T I C L E S
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モビリティ分野は大きな変革期にあり，さまざまな新サービスが生まれつつある。本稿では，デジ
タル技術の活用で生まれる新たなモビリティサービスについて，日立の取り組みとともに紹介する。
具体的には，スマートフォンアプリを使って公共交通利用者の行動変容を促すことで実現される
安全・快適な移動ソリューション，公共交通や観光スポットのシームレスな利用を可能とするデジ
タルチケッティング，日立の欧州研究拠点における持続可能な社会づくりのためのモビリティソ
リューションへの取り組みについて述べる。

1. はじめに

モビリティ分野は，現在，大きな変革期を迎えている。
自動車分野においては，2016年にダイムラー社が中長期
戦略のキーワードとして発表した「CASE」，すなわち
Connected（つながる），Autonomous（自動運転），Shared 
& Services（シェアリングサービス），Electric（電動化）
と呼ばれる動きが着実に進行している。また，モビリティ
全体としては，MaaS（Mobility as a Service）の取り組
みが世界中で進んでいる。MaaSとは，移動をサービス
として提供するという考え方で，2015年のITS世界会議
で設立されたMaaS Alliance では「さまざまな輸送サー
ビスを，需要に応じて利用できる単一のモビリティサー
ビスとして統合すること」と定義している1）。
これらのモビリティの変化は，以下の二つの要因で，

今後さらに加速すると予想される。一つは，2019年に初
めて確認され，2020年に世界中で感染が拡大した新型コ
ロナウイルスである。新型コロナウイルスは，人々の移
動需要に質と量の両面で大きな影響を与え，安全・快適
な移動へのニーズを高めることになった。もう一つは，
環境問題である。2020年は，日本を含む世界各国の政府
が，2050年または2060年までのカーボンニュートラル達
成を宣言した年となった。運輸部門はCO2排出量が多い
分野であり，例えば日本では全産業の排出量合計のうち，
18.6％（2019年度）を占めている2）。そのため，よりCO2
排出量の少ない移動へのモーダルシフトなどが迫られて
いる。
これらの変化はいずれも，デジタル技術の進展と相
まって初めて実現される。例えば，コネクテッド化によ
り収集・蓄積できるようになったデータを分析すること
で，どのような移動の需要や供給があるのかを捉えるこ
とが可能となり，さらには，このような需給のデータを，
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多数の交通サービス事業者や利用者間で随時共有するこ
とで，MaaSのような統合的なサービスが実現可能とな
る。今後はさらに，都市の商業サービスや，観光サービ
スなど，モビリティ周辺事業者ともデジタルでつながり，
単に移動需要を満たすだけでなく，安全性や快適性，移
動自体の魅力，環境負荷への配慮など，さまざまな観点
を満たす移動体験を実現するモビリティサービスが生ま
れると期待されている。
本稿では，デジタル技術の活用によって生まれる，こ
のような新たなモビリティサービスについて，日立グ
ループの取り組みとともに紹介する。

2.  行動変容がもたらすニューノーマル
時代の安全・快適な移動

新型コロナウイルス感染症に起因するニューノーマル
時代においては，移動者が安全・快適に移動し，交通事
業者や沿線の商業サービスの持続可能な経営を支援する
仕組みが重要である。そのため，日立は，西日本鉄道株
式会社（以下，「西鉄」と記す。）とともにニューノーマ
ルな社会に即した安全・快適な移動と街の経済活性化を
両立するための取り組みを推進している。特に，公共交
通機関の利用者に対して行動変容を促し，これらを両立
する取り組みを推進している。本章では，この取り組み
を通じて開発している日立独自の「ナッジ応用技術」の
活用による公共交通機関利用者の行動変容を促すソ
リューションについて述べる。

2.1

ナッジ応用技術

ナッジは「ひじで軽く突く」ということを意味し，人々
が強制によってではなく自発的に望ましい行動を選択す

るよう促す仕掛けや手法を示す用語であり，近年世界各
国でナッジの研究が加速している3）。しかし，ある1場面
のナッジだけでは，行動変容の効果が小さい可能性があ
る。そこで，日立は独自のコンセプトとして，関連する
ナッジをつなげることで大きな行動変容に導く技術を開
発した。また，本技術を活用して以下の二つのユースケー
スに対応したソリューションを開発し，公共交通の利用
者が自身のスマートフォンで利用できるWebアプリの
プロトタイプを開発した。
（1）目的地の創出および移動の活性化に向けて，おすす
めの目的地や出発のタイミング，ルートを提案する。特
に，利用者がWebアプリを起動すると，事前に入力した
利用者の好みに基づいて，行き先の候補を提案する。例
えば，利用者が行くところを思いつかない場合に，バス
の混雑や個人の好みおよび施設情報に基づいて利用者に
ぴったりの行き先を提案する。さらに，その先もナッジ
をつなげることで，次に行きやすい目的地を提案する
（図1参照）。
（2）利用者の快適な移動の実現に向けて，移動経路上の
バスの混雑や待ち時間などを避けた，快適なルートや過
ごし方を提案する。特に，利用者が本Webアプリで経路
検索を行うと，個人の好みや天候を加味した交通混雑予
報および商業施設のリアルタイム混雑情報，目的地への
経路情報を組み合わせて，混雑を回避するルートや時間
の過ごし方などの移動パターンを提案する。例えば，バ
スの混雑時には，利用者の好みに応じて，近隣の空いて
いるカフェで利用できるクーポンを提供し，混雑ピーク
を避けてカフェを利用するよう提案する（図2参照）。
これらにより，公共交通の利用者と交通事業者，周辺
の商業サービスの三方にメリットをもたらすことが期待
できる（図3参照）。
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図1｜ユースケース（1）目的地の創出
バスの混雑，利用者の好み，施設混雑などの複数
のパラメータを組み合わせて，おすすめの目的地や
出発のタイミング，ルートを提案する。
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2.2

今後の計画

日立と西鉄は，本ソリューションを通じて，ストレス
フリーな移動による交通機関利用者のQoL（Quality of 
Life）向上と同時に，移動の平準化や分散，商業サービ
スへの誘客やピークマネジメントを実現し，ニューノー
マルな社会における持続可能な公共交通モデルの構築
と，地域経済の活性化に貢献していく。

3.  デジタルチケッティングが実現する
魅力的な移動体験

鉄道やバスなどのモビリティ分野において，従来のIC
（Integrated Circuit）チケットや紙チケットといった事業
者ごとに発行した専用媒体ベースのチケッティングか
ら，スマートフォンアプリや生体認証などを利用したデ
ジタルチケッティングへの変革が起きつつある。デジタ
ルチケッティングの一つの特徴として，従来のIC券や磁
気券に格納されていたチケット情報を媒体とは切り離
し，利用者IDとひも付けて上位側のシステムで管理する
ことが挙げられる。このような情報管理形態とすること

で，専用媒体に縛られない柔軟なサービス提供が可能と
なる。

3.1

多業種協調型チケッティングサービスの要件

前述のようなデジタルチケッティングでは，各事業者
の専用媒体に縛られないため多業種連携・協調で開発す
るチケッティングサービスを容易化できる可能性があ
る。しかし，現状のチケッティングシステムは事業者個
別に構築されており，既存システムとは別途に業種連携
のための新規システムを開発するのは多大なコストがか
かる。そこで，（1）既存システムを活用可能であること
を多業種協調のシステム要件とした。加えて，デジタル
チケットの特長を生かし，（2）多種媒体が利用可能であ
ること，（3）迅速にサービス変更・拡張可能であること
も要件とした。

3.2

権利流通基盤によるデジタルチケッティングの実現

多事業・多業種協調のデジタルチケッティングを実現
する基盤として，権利流通基盤を開発した（図4参照）。
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図2｜ユースケース（2）快適な移動
経路上のバスの混雑や待ち時間などを避けて，快適
なルートや過ごし方を，バスの混雑，利用者の好み，
施設混雑などの複数のパラメータを組み合わせて
提案する。

出発から目的地まで，混雑や待
ち時間がないストレスフリーな
移動を提供し，好みに合う目的
地と出会える。

移動需要の分散により混雑を
平準化し， 安全 ・ 安心 ・ 快適
な移動を提供することで移動
需要を喚起する。

交通事業者との相互誘客を図
り， 日立のナッジ応用技術によ
るレコメンドで集客効果を向
上する。
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図3｜本ソリューションの提供価値
公共交通の利用者と交通事業者，周辺の商業サー
ビスの三方にメリットをもたらすことが期待できる。
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本基盤では，複数事業者の既存システムを活用する［要
件（1）］ために，各事業者管理のブロックチェーンノー
ドを設置し，事業者間での利用者ID連携・統合化を実現
する。この統合IDは事業者横断で参照可能なものになる
ため，複数事業者連携・協調で作成したチケットの管理・
利用が可能となる。また，統合IDは媒体とのひも付けを
自由に変えられるため多種媒体も利用可能となる［要件
（2）］。さらに，柔軟なサービス拡張が可能な仕組みとし
て［要件（3）］，リアルタイムな状況に応じてチケット
の内容を変更可能なダイナミックチケットを実現するた
めのエンジンを備える。

3.3

魅力的な移動体験の創出

権利流通基盤は，上述の仕組みを備えることで，魅力
的な移動体験の創出に寄与していく。例えば，モビリ
ティ・観光（滞在）スポット・飲食／小売り・宿泊といっ
た旅のパーツを組み合わせたチケッティングの迅速な実
現に寄与する。また，チケットのリアルタイムな利用状
況によって追加クーポンが得られる，現地の混雑状況や
その場で出てきた興味によってチケットの内容を追加・
変更できるといった，旅行・移動の楽しみをより大きく
する施策の実現を推進する。

4.  欧州における
モビリティソリューションの研究開発

欧州R&Dセンター（ERD：European Research and 
Development Centre）は，鉄道やバスなどの輸送オペ

レーションの最適化や多様なユーザーが快適に移動でき
るサービスの提供を通じて，コロナ禍により落ち込む公
共交通の需要を回復させ，CO2排出量の少ない持続可能
なモビリティサービスの実現に注力している。

4.1

MaaSシミュレータ

ERDでは，オープンソースソフトウェアをベースにし
たMaaSシミュレータの開発を進めており，個人の移動
の有無，場所，時間，手段を予測する（図5参照）。
これらの予測を基に交通ネットワークへの負荷や各車
両の速度，公共交通機関の運行状況（到着時刻／出発時
刻など）をシミュレーションすることが可能となる。ま
た，スマートチケッティングソリューションの開発も進
めており，券売機や改札などの従来のインフラを必要と
しないシームレスな乗車体験を実現するとともに，得ら
れる行動データを同シミュレータに取り込むことでリア
ルタイムに運行を変更し，旅客体験の質を向上させるこ
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図4｜権利流通基盤
多事業・多業種協調のデジタルチケッティングを実現
する。

注：略語説明など
BLE（Bluetooth※2） Low Energy)，IC（Integrated Circuit）
※1）QRコードは，株式会社デンソーウェーブの登録商標である。
※2）Bluetoothは，Bluetooth SIG, Inc.の登録商標である。

図5｜MaaSシミュレータ
バスおよび鉄道の位置・混雑状況・時刻表のシミュレーション結果を可視化
する。
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とをねらっている。将来的には，交通事業者や自治体が
自ら運営する交通サービスをより環境負荷が少ない持続
可能なものとする取り組みの影響を，CO2排出量や交通
渋滞などの観点から事前に評価することもできると考え
ている。

4.2

自動運転支援トラム

欧州では公共交通の利便性の向上と環境負荷の低減の
ため，ライトレールやトラムなどの開発が進んでおり，
ERDでは，先進運転支援システムADAS（Advanced 
Driver Assistance Systems）に関する豊富な経験を生か
し，高度に自動化されたトラムの開発に貢献している。
2020年にはHitachi Rail STS S.p.A.，サレルノ大学，イ
タリア・ナポリ市との共同研究にて自動トラムを実現す
るための第一弾として運転者支援を始めた（図6参照）。
2021年10月より実際のトラム路線にて実証実験を開始
する予定となっている。

4.3

モビリティサービスの社会実装

これら多角的に進める，持続可能な社会に向けたモビ
リティサービスの研究開発を社会に実装するため，ERD
はHitachi Rail STSをはじめとする欧州のビジネスユ
ニットとの協創スキーム（S4M：Services for Mobility）
を推進している。同スキームでは日立グループにある各
種技術やソリューションを組み合わせ，One Hitachiによ
る持続可能なモビリティソリューションの提案を拡大お
よび強化していく。

5. おわりに

本稿では，大きな変革期にあるモビリティ分野でのデ

ジタル技術の活用による新たなサービスについて，日立
の取り組みとともに紹介した。日立は，デジタル技術を
活用し，協創パートナーとともに，安全性や快適性，移
動自体の魅力，環境負荷への配慮など，さまざまなニー
ズを満たす移動体験の実現に貢献していく。
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図6｜自動運転支援トラム
トラムやライトレールに対して，高度な危険検知とリアルタイムな警告を行う。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


